
令和 年 月 日

宮崎市農業委員会会長　　殿

１　動機

以前より『食』に関して興味を持っており、学生時代から前職まで全て『食』に関わってきま

した。食品製造から流通、販売まで経験してきましたが、その中でも特に物作りに対して興味

を覚え今回の動機へと至りました。

２　農業従事経験

平成○○年○月より1年間、宮崎市○○農園にて中玉トマトの施設栽培（養液栽培）

の研修を行っております。養液管理、ハウス内温度管理、病害虫管理など栽培に重要な管理点

を中心に日常作業を学んでおります。

３　農業経営を希望する農地

宮崎市○○町××番地 200万/10ａ

宮崎市○○町××番地 10万円/年間

４　今後の経営計画

①　経営計画 （単位：ａ、頭）

ａ

ａ

ａ

②　労働力の状況 ③　農機具保有状況（将来保有希望を含む）

ハウス 暖房機 軽トラック

本人　280 日

雇用　600 日

日

④　資金調達計画

就農施設等資金にて○○○万円借入予定

農　業　経　営　計　画　書

住　所 宮崎市

氏　名

連絡先

所　　　　在 田畑の別 面積（㎡） 権利の種類 対価・賃借料 契約期間

畑 1000 所有権

畑 1000 賃借権 10年

水　稲 野　菜 花　卉 果　樹 その他 種類

施設 20

露地 頭数

計 20

自己所有農機

現在賃借農機

将来保有希望農機

将来賃借希望農機

家
畜



⑤　年間作業計画

中玉トマト 収穫 → → → → → 定植 管理 収穫 → →

中玉トマト

⑦　3年後、5年後、10年後、将来的にはどのような経営を目指しているのか。

　ハウス内管理を徹底する為、初年度よりデータの収集を行っていく。具体的には作物の生

育に最も重要と考えるハウス内の環境を始め病害虫の発生状況、さらには各作業にかかる時

間のデータを収集し作業マニュアル、管理マニュアルの作成を行う。作業内容を標準化する

ことで、将来の作付規模拡大、雇用拡大に繋げ、さらには法人化を目指す。

　収穫量の目標は初年度32ｔ/年間とし、5年後に44ｔ/年間とする。増収への取り組みに

関しては主に次の3点を行う。①栽培期間の延長（7月下旬の定植を目標）。②業務の効率化

による管理時間（摘花、摘果、整枝等）の延長。（管理時間の増加はＡ品率の向上へ繋がる）

③栽培品種の選定。販売単価向上の見込める品種、収量向上の見込める品種を選定する。

作　　　物 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

作　　　物

作 付 面 積 （ a ） 20

総 生 産 量 （ ㎏ ） 22,000

単 価 （ 円 ） 250

総 生 産 額 （ 円 ） 5,500,000

数量（㎏） 44,000

金額（円） 5,500,000

現 　金 　収　 入 現　 金　 支　 出 収 支 の あ ま り

農 業 支 出 1,500,000

林水産業支出 1,200,000

償 還 金 1,000,000

租 税 公 課

家 計 費 1,800,000

そ の 他 支 出

生　

産　

物
販
売

農 業 収 入 5,500,000

林水産業収入

そ の 他 収 入 生産物出荷先 農協加入状況

合 計 5,500,000 合 計 4,300,000 農協 加入


